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Preliminary considerations of animal rescue in disaster relief
─ Based on previous studies and quantitative analysis of newspaper articles ─
　This study focused on the social issues surrounding the rescue of companion animals during disaster 
relief efforts.  It (1) reviewed previous reports on this topic and applicable laws and (2) performed a 
quantitative analysis of newspaper articles related to animal rescue in times of disaster from 1985 to 
2011. The review was based on three perspectives: self-help, mutual assistance and public assistance. 
－Based on this review, future responses to animal rescue during disaster were considered.
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神戸動物救護センター（1995 年 1 月 26 日～ 1996 年
5 月 29 日）・三田動物救護センター（1995 年 2 月 13
日～ 11 月 30 日）が設立され、被災動物の収容・一時
預かり・里親探しが進められた。神戸動物救護センター
では、収容した 1,088 頭の被災動物のうち、犬 171 頭、
猫 43 頭およびその他 2 頭が、再び元の飼い主のもと
に戻された。一方、三田動物救護センターでは、収容







　兵庫県南部地震動物救援本部は、約 1 年 4 ヶ月にわ























ては、有珠山噴火災害（2000 年 3 月）、三宅島噴火災
害（2000 年 6 月）、新潟県中越地震（2004 年 10 月
23 日）、新潟県中越沖地震（2007 年 7 月 16 日）が挙
げられる。以下、この 4 つの災害ごとに、この時期の
動物救援の事例内容を整理する。
　有珠山噴火災害では、2000 年 3 月 31 日の噴火を
受けて、虻田町など 3 市町村で 16,000 人が避難する
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3こととなった。北海道獣医師会有珠山動物救護対策本
部が置かれ、動物救護センターが設置された（環境省 
2006）。4 月 3 日の開設から、センターが閉鎖される
2000 年 8 月 31 日までの間に 348 頭の動物が収容され、
一般ボランティアのべ 4,553 名、獣医師ボランティア
のべ、計 5,462 人が活動に関わった（内山 2000）。




250 頭の犬猫が保護された 3）。2000 年 12 月に、環境
省所管の 4 団体、及び、（社）東京都獣医師会が、三宅
島噴火災害動物救援本部を立ち上げた。また、東京都は、









地震動物救済仮本部が組織され（2004 年 10 月 27 日）、










































































た、福島市（飯野シェルタ ：ー2001 年 4 月 27 日開設）、



























































































































































































































年 8 月・9 月に実施した。
　2）関連記事の選定














































1995 年以降は 0 件に近づくことはなく、一定の値を
保っての推移が見られた。
　b）記事の総文字数、及び、ペット関連内容の文字数








ト」の出現件数と同様に、1995 年・2000 年・2004 年・
2005 年・2011 年に急増する傾向が見られた。特に記




























1995 年・2000 年・2004 年・2005 年・2011 年 に 急
激な増加が見られた。これは、巨大災害が発生した年
と対応している。具体的には、1986 年の「伊豆大島・
三原山噴火災害（1986 年 11 月）」、1995 年の「阪神・
淡路大震災（1995 年 1 月 17 日）」、2000 年の「有珠
山噴火災害（2000 年 3 月）」・「三宅島噴火災害（2000
年 6 月）」・「東海豪雨（2000 年 9 月）」・「鳥取県西部
地震（2000 年 10 月 6 日）」、2004 年の「平成 16 年 7
月新潟・福島豪雨（7.13 水害）（2004 年 7 月）」・「新
潟県中越地震（2004 年 10 月 23 日）」、2005 年の「福
岡県西方沖地震（2005 年 3 月 20 日）」・「ハリケーン
カトリーナ（2005 年 8 月）」、そして、2011 年の「東
日本大震災」及び「東京電力福島第一原子力発電所事故」























　本稿での調査結果では、特に 1995 年・2011 年に、
他の年と比較して、関連文字量が増加しない傾向が見
られた。これは、特に 1995 年の阪神・淡路大震災、





















































































































































































laws/guideline_h181031.pdf, 2012 年 8 月 30 日）.
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